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“
質
　
疑
　
欄

（
九
）
　
太
陽
。
月
の
地
準
線
附
近
で
大
き
く
見
レ
2
る

　
理
（
N
）

　
（
答
）
恐
ら
く
見
る
人
の
心
理
作
用
に
よ
う
の
で

　
ぜ
う
。
日
月
の
大
さ
が
野
際
に
そ
れ
程
攣
っ
て
居

　
る
の
で
は
あ
り
ま
ぜ
ん
。
我
如
が
天
奄
眺
め
て
大

　
空
の
形
が
頭
上
の
方
向
に
低
く
水
雫
の
方
向
に
遽

　
く
偏
牢
な
形
だ
ミ
思
ひ
日
輩
出
浸
の
時
は
地
亭
の

蓮
い
所
に
あ
っ
・
て
あ
れ
位
に
見
セ
2
ろ
の
だ
か
ら
大

王
く
思
ふ
の
だ
ご
ば
、
．
カ
し
か
濁
乱
の
心
理
學
者

　
ヴ
ソ
ト
の
論
で
・
し
れ
。
又
或
人
ほ
日
月
出
浸
の
．
好

　
に
地
上
の
物
瞠
ミ
比
較
・
し
て
大
き
く
思
ふ
の
だ
ご

　
云
ひ
ま
す
、
併
し
娩
較
物
の
少
い
海
上
の
H
出
で

　
・
も
↓
憎
き
く
見
レ
2
る
様
で
す
。
そ
れ
か
ら
生
理
的
に

　
入
間
が
横
の
方
向
な
眺
め
る
時
ε
頭
上
の
方
か
見

　
る
時
ざ
の
眼
の
筋
肉
の
具
合
か
ら
考
へ
た
人
も
あ

　
u
ま
ず
（
理
飯
浦
第
八
巻
，
大
澤
殿
，
學
博
十
「
日
月

　
ば
出
浸
の
際
な
ぜ
大
き
ぐ
見
レ
2
う
か
　
の
論
山
久
た

　
見
て
下
さ
い
。
）
．
出
浸
の
時
空
氣
が
濁
っ
て
月
が

　
赤
ぐ
見
セ
2
ろ
時
は
白
く
光
て
る
暗
よ
り
大
き
く
見

　
ね
る
樺
で
す
。
色
々
の
読
は
夫
々
一
理
は
あ
り
ま

　
す
が
未
だ
充
分
な
説
ほ
あ
り
ま
ぜ
ん
。
要
す
る
に
．

　
原
因
は
錯
畳
で
す
。
（
K
K
）

　
　
御
質
問
ご
は
別
で
す
が
嘗
て
或
醜
聞
の
見
聞
記

　
　
の
中
に
即
度
で
天
な
見
て
居
る
ぜ
い
三
つ
の
星
あ

　
　
り
ナ
リ
ナ
ソ
星
座
が
地
準
に
近
い
、
時
マ
・
天
頂
に

　
　
近
く
來
れ
時
ご
面
積
が
非
常
に
攣
っ
て
見
レ
2
る

　
　
ミ
書
い
て
あ
り
．
ま
O
れ
σ
日
月
が
出
浸
の
時
大

　
　
き
く
見
ね
る
こ
ご
は
誰
も
纏
質
し
て
居
良
す
が

　
　
星
座
の
大
さ
は
除
り
感
じ
て
居
ま
ぜ
ん
様
で
す

　
　
ね
、
i
I
（
K
K
）

（
十
）
「
螺
旋
状
星
君
の
大
凡
の
距
難
如
何
（
侃
）

　
（
答
）
　
螺
旋
状
豊
丘
は
我
銀
河
系
以
外
の
非
常
に

遠
方
に
あ
ろ
漕
だ
こ
認
め
ら
れ
て
居
う
だ
け
で
精

腔
な
こ
ミ
は
知
ら
れ
て
居
な
い
。
一
九
〇
七
年
ス

　
ト
ツ
〃
ホ
ル
ム
薫
文
至
の
沢
可
リ
ソ
（
囚
．
園
。
ず
ぼ
）

　
氏
は
ア
ン
ド
ロ
メ
ダ
星
座
の
大
星
玉
算
眞
測
驚
か

　
ら
距
離
十
九
光
年
ご
震
表
己
れ
が
是
は
信
用
さ
れ

て
居
丸
い
。
尤
も
一
八
八
五
年
、
フ
ラ
ン
ツ
（
囹
§
・
）

　
は
星
雲
中
の
噺
星
な
測
定
．
・
し
て
画
讃
を
得
れ
こ
ご

　
が
あ
る
。
一
．
九
一
，
八
年
マ
ア
ネ
ン
（
＜
卸
ロ
リ
密
撃
の
β
）

　
は
寓
眞
測
定
か
ら
同
星
雲
の
相
劉
競
差
○
・
○
〇

　
四
秒
（
八
百
光
年
）
ミ
亡
六
◎
叉
、
綴
犬
座
の
有

　
名
な
螺
旋
駿
星
雲
団
、
毒
害
眞
測
定
か
ら
一
九
一

　
七
年
、
マ
ア
．
不
ソ
は
其
入
庫
覗
差
は
零
だ
こ
串
こ

　
た
。
大
騰
こ
ん
な
も
の
で
、
直
接
測
定
は
難
し
い

　
か
ら
、
間
接
に
推
測
す
る
方
法
か
用
ゐ
ら
れ
て
居

　
る
っ
一
．
九
一
五
年
、
カ
ー
チ
ス
（
国
・
．
U
・
O
昌
轟
。
。
）

　
ぼ
六
ナ
六
個
の
螺
旋
状
星
雲
の
固
有
蓮
動
存
研
究

　
・
し
て
，
奉
均
距
離
一
萬
光
年
序
し
，
且
此
値
は
案

　
外
共
等
の
星
雲
の
距
離
が
近
い
こ
電
な
示
す
ご
附

　
雷
し
て
居
る
。

　
要
す
る
に
、
非
常
に
亡
い
ご
、
云
ふ
外
に
は
あ
ま

　
り
立
入
つ
れ
こ
ご
1
1
わ
か
ら
な
い
（
K
K
）

（
十
一
）
　
星
群
書
尾
圏
、
漣
星
ご
双
星
の
匠
別
ハ
」
）

　
（
答
）
H
本
で
は
、
以
前
は
，
9
q
，
ε
な
星
群
ご

　
写
し
れ
書
物
が
あ
ろ
。
今
H
で
は
星
團
ミ
謬
こ
て

　
居
る
。
或
程
皮
　
　
星
が
、
密
集
し
て
見
砕
2
る

者
は
星
團
の
字
か
用
ゐ
，
・
共
通
の
群
蓮
動
な
ぜ
る

餅
謂
進
行
星
團
（
尾
。
く
讐
σ
q
9
塁
醇
）
等
に
口
星

群
の
生
な
用
み
て
は
躍
動
如
何
？
望
二
恩
で
見
て

非
常
に
接
近
し
た
二
つ
の
星
に
見
ね
る
者
を
双
星

（
O
o
篇
げ
ざ
暮
鶏
）
　
ご
云
ひ
b
三
つ
以
上
の
星
よ
り

な
る
場
合
も
耀
き
意
味
の
重
星
の
中
に
入
れ
る
こ

ミ
あ
り
。
ご
自
訟
。
馨
鷲
　
を
形
成
す
ろ
各
の
星
の

澗
に
巴
町
力
學
的
關
係
あ
っ
て
各
が
他
の
ま
は
り

な
回
韓
ぜ
る
場
合
は
蓮
星
（
Q
碁
q
碧
鍔
聯
星
亡

も
弛
聴
く
）
ミ
云
ふ
。
或
程
度
以
上
は
な
れ
れ
二
星

よ
り
成
ろ
「
見
潮
け
」
の
双
星
ば
，
一
問
的
に
は
双

星
ご
稲
へ
す
。

『
魁
記
』
　
質
疑
（
玉
）
「
測
定
中
太
陽
は
動
く
が
測
定

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
　
上
差
支
な
い
。
」
ご
云
ふ
測
定
の
意
威
な
恒
星

　
　
距
離
の
立
位
に
な
ろ
地
球
太
陽
間
の
亭
均
距
離

　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　

　
　
の
彌
…
定
ご
解
し
て
お
答
こ
ま
し
れ
が
、
　
「
恒
星

　
　
　
　
む
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
む

　
　
距
離
．
測
子
中
に
太
陽
口
動
ポ
て
居
る
が
恒
星
の

　
　
む
　
　
　

　
　
距
離
に
影
響
し
な
い
か
」
ご
云
ふ
御
質
問
の
意

　
　
味
で
し
れ
ら
、
そ
れ
は
詳
し
く
申
上
げ
る
迄
も

　
　
な
《
、
太
陽
系
か
動
い
て
居
る
☆
め
恒
星
ミ
の

　
　
距
離
は
絶
セ
2
す
攣
り
つ
㌧
あ
ろ
筈
で
ず
。
し
が

　
　
し
恒
星
の
距
離
が
堆
い
れ
、
め
其
頃
葎
は
殆
ご
さ

　
　
・
ま
ぜ
ん
。
（
K
K
）


